
事業内容の概要 交付額（円）

山の道の会

「ハイカーとマウンテンバイカーとの共存」

せと産後ひろば

「みんなおいでよ≪せと産後ひろば≫」

みんなのワッ!!

「国籍の隔てなく市民が集まる居場所づくり」

240,000

事業内容の概要 交付額（円）

特定非営利活動法人デジタルライフサポーターズネット

「高齢者デジタルディバイド解消事業（ボランティア育成・ス
マホ相談・啓発）」

テーマ【高齢者が支えあうデジタルディバイド対策】
（情報政策課）

特定非営利活動法人エム・トゥ・エム

「外国籍住民アンケート、日本語会話学習会」

テーマ【国籍の隔てなく市民が集まる環境づくり】
（まちづくり協働課）

萩山台ＳＤＧｓプロジェクト実行委員会

「ゴミ減量大作戦！～みんなで取り組むゴミ分別～」

テーマ【地域住民が安心してごみを出せる環境づくり】
（環境課）

720,800交付合計額

「はじめの一歩活動」部門

「テーマ型協働活動」部門
団体名／「事業名」／【社会課題テーマ】（所管課）

交付合計額

5

【課題】瀬戸市で暮らす外国籍住民が、日本人住民と日常生活で交じり合い、新しい文化を創成するまちを目指す。外国籍住民の不
自由を日本人住民が理解していない。外国籍住民が日本語で日本人住民と会話することが難しい。外国籍住民、日本人住民が隔て
なく暮らすことにより、相互の文化、考え方が創成され、新しい文化が作られ、他にみられないユニークな取り組みの機会となると考
える。
【事業の内容】（１）外国籍住民の現状把握アンケート（２）日本語会話学習会（３）当活動に関心のある協力者を募るセミナーの実施

2

【課題】瀬戸市は子育て世帯の転入が増えている。近隣や親戚付き合いが希薄な世代の子育ては孤立しやすい状況にある。状況の
改善・回避のために産後子どもを連れて集える場所の提供・意見交換・情報共有・HELPを出せる環境づくり・リハビリ型産後ケアの実
現を行う。
【事業の内容】(1)産後ケアプログラム・・有酸素運動を用いて、体力の低下を回復させセルフケアする手法を紹介する。（２）イベント
（夫婦ケア・ファミリー）・・有酸素運動を用いて、体力の低下を回復させセルフケアする手法を紹介する。

168,800

6

【課題】（１）昨年10月から始まったプラスチック製容器包装の分別方法をまだ理解してない人がいる。（２）菱野団地には外国籍の方
が多く住んでおり、分別方法が充分伝わっていない。ゴミの減量をする事で自分たちの住む街を自分たちで作っていく意識を高めるこ
とを目指す。
【事業の内容】（１）動画の作成・・プラスチック製容器包装の分別、ミックスペーパーなどの出し方などの方法を分かりやすくまとめる。
多言語でのテロップを入れる。
（２）イベント・・ゴミ減量大作戦！～みんなで取り組むゴミ分別～（イベントの開催）
萩山台、八幡台、原山台の公民館、集会所などで開催（小規模の形態で開催）
菱野団地内の自治会でのイベントに参加し出店する。

300,000

3

【課題】色々な国籍の方が隔てなく交流できる居場所づくりを目指す。日本人住民と外国籍住民の方の交流の機会ができていないと
感じる。
【事業の内容】日本人住民と外国籍住民がお互いに文化や生活習慣を理解しあい、交流できる居場所づくりを構築していく。公民館
や市内の無料貸しスペースを利用して外国籍住民が、暮らしのために必要な情報の提供をする。居場所でテーマ型の講習、相談会
をする。テーマ例：ＡＣＰ人生会議、終活・介護保険制度・権利擁護・予防体操・看護・子育て支援等）

80,000

4

【課題】生活とデジタル技術の融合が進み、スマートフォンやIoT家電などが日常生活に浸透し人々に大きな利便性をもたらしている。
一方で、これらを利用したり使いこなしたりできる人とそうでない人との間に生じる格差（デジタルデバイド）が社会問題となっている。
【事業の内容】・視力や聴力の低下、認知機能の低下、保守的な傾向など高齢者の特徴（フィジカル・メンタル）を理解し適切に応対す
るスキル向上を目的とした講習会を高齢者と接点の多い市民や事業者等を対象に実施し、適切に応対できる「人」を増やすことで、
デジタルデバイド是正を目指す。

252,000

80,000

令和５年度　瀬戸まちの課題解決応援補助金　交付決定事業一覧

団体名／「事業名」

1

【課題】瀬戸市には多数山があり、中でも「中馬街道」は、県外からも訪れる観光名所になっている。しかし時期によっては台風や大
雨の後の被害は大きく、倒木、崖崩れなどで道は塞がり通行する事が出来ず、困難になる事もある。
定期的に山を整備し、山と人との共存を第一に考え、人々が安全に通る事が出来る道づくりを進める事が目的。
【事業の内容】道の整備。ほぼ毎週日曜日マウンテンバイクで走行し、新たな倒木や石等があった場合、常備しているノコギリや鎌で
処理できる時にはその場で処理をする。講習も行う。

80,000


